
特特集集：：翻翻訳訳のの舞舞台台裏裏

日本語でしか本を読めなくても、世界中の物語を享受できる。

ひとえに翻訳のおかげだ。

すっかり日本語になったその結果を私たちはあたりまえとして楽しんでいる

わけだが、

その舞台裏には、客席からは見えない難問が山とあるようだ�

そう思わせるきっかけは、故後藤竜二氏のひとつの投稿だった。

件の投稿と、それに対する古田足日氏の応答を再録した。

まずはそこを入り口に、翻訳という行為の舞台裏巡り
バツクヤードツアー

のはじまりである。


